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 わたしはさいていでも一日一回ごはんを食べます。あまりごはん

だけでは味がしません。どちらかで言うとごはんだけではおいしく

ないですが、おかずがあるととてもおいしいです。でもごはんだけ

でもおいしい食べ方があります。それは、「おにぎり」です。おにぎ

りを食べると力が出る気がします。この間も、今年入った金かんバ

ンドの地区大会があって、朝にお母さんに３つ作ってもらい時間の

間にがんばろうとみんな食べてしまいました。中には、こんぶ、う

めぼし、めんたいこを入れてもらいましたが、あまりきんちょうし

て味はおぼえていません。でも、食べることによって力が出て、わ

たしなりに音がいっぱい出て、さい高にコルネットがふけました。

みんなで力を合わせてがんばったら、なんとけん大会に行くことが

出来ました。とてもうれしかったです。みんなもおにぎりを持って

きて少ない人は３こから多い人で６このおにぎりを食べた人もいま

した。考えてみたら運動会もおにぎりを朝に食べて全力でがんばれ

ました。わたしにとって「おにぎり」はパワーフードなのです。食

べるとポパイのほうれん草のように力が出てくるので何か、がんば

ろうと思うときは、お母さんにおにぎりをにぎってもらいます。も

しかしてにぎってもらうことでお母さんの力も分けてもらうことも

あるのかもしれません。お父さんにもお米について聞いてみたら、

小さいころからじゅうどうをやっていて、「どんぶりめし」を多く食

べてよく練習したことですごく強くなったと話していました。お母

さんも小さいころ、部活の前によくおにぎりを食べていたそうです。

わたしもがんばっていつかどんぶりめしを食べられるように元気に

がんばりたいと思います。 



さいごにおいしくお米を作ってくれているのう家やのうきょうの

人にありがとうと言いたいと思います。これからもおいしいお米を

食べたいと思います。 

 

 


